
 

令和４年１１月せとまちトーク 

（市民と議会の意見交換会） 

 

光陵中学校区     総務生活委員会 

① テーマ 
ごみの分別について 

～ごみ減量に向けたわかりやすい分別方法を考える～ 

 

② テーマに対してあなたが考える課題・問題点 
①周知・啓発 
・全世帯へ周知・徹底をどう行うか。 
・単世帯、高齢者、自治会未加入の方へどう誘発していく
か。 

・児童、生徒にどのように啓発（教育）をやっていくのか。 
・外国人の方に分別をどう認知していただくか。 
・ペットボトル、缶など汚れたまま出ている。 
・迷った時は可燃ゴミに入れてしまう。 
・細かい分別を誰に聞けばいいのか分からない。 
・なぜ分別が必要なのか分からない人がいる（高齢者に多
い）。 

・生ごみをどこまで水を切ったら良いか？そのままゴミ
袋に入れるとカラスが突く可能性がある。ビニール袋に
入れると良いか？ 

②地域課題 
・自治会に入会していない方は町の集積に出して良い
か？ 

・資源ゴミ置き場が狭い所。 
③プラの課題 
・プラごみが思った以上に多く出る。一杯の袋が溜ま
りすぎる。 

・プラごみの回収頻度が月２回でいいのか！！ 
・プラごみを２週間家に置くと臭いがひどい。 
④有料化に向けて 
・ごみ袋の有料化があるので、これから大変だと思う。 
・硬質プラをどうしていくのか。 
・現在の可燃ゴミからさらに分別するには何を取り出
すか。 

・正しく分別されていない。 

 
③課題・問題点を解決するにはどうしたらよいか（手法） 

行政        地域        その他 
①周知・啓発 
・キャラクター戦略 
・動画も良いが、漫画で啓発 
・環境課だけでなく関係課がその都  
度お知らせ、啓発 

・ゴミの出し方説明会を何回も開く 
・有償ボランティア制度により啓発
を推進する 

・子どもたちの教育により親世代の
意識付けを行う 

・マナー違反者に丁寧な説明を行う 
 
③プラの課題 
・プラの回収の頻度、集積所を検討 
・プラごみ分別回収の実績、状況を
市民に詳しく知らせる 

 
④有料化に向けて 
・根気よく説明する 
・分別が進んだら 45 ㍑→20 ㍑へ、
週 2 回→週 1 回へと啓発する 

①周知・啓発 
・説明会を増やす 
・プラごみの分別により、ミックス
ペーパーの分別が多くなった 

・外国語の表示をする 
・勉強会を開催する 
 
②地域課題 
・自治会への加入・未加入に関係な
く対応すべき 

・自治会未加入の方専用の集積所を
設ける、又は自治会加入を勧める 

 
③プラの課題 
・無理に分別しようとせず、きれい
なプラを分別する 

・食べ物を無駄にしない、食べきれ
るように考える 

①～④すべて 
・行政はゴミがどれだけ減ったかを
逐次お知らせする 


